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都市再生整備計画（第３回変更）
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・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 120 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

ｍ H14 H23

人/年 H16 H23

400m

２．駅の乗降客数 山陽電鉄須磨寺駅の乗降客数 都市の魅力の向上 316,000人/年 333,000人／年

１．妙法寺小前交差点渋滞長  渋滞対策プログラム 円滑な交通流の確保 800m

①　須磨地区のうち須磨多聞線周辺の西須磨地域は、古くからの閑静な住宅地であり、道路等の基盤施設が未整備な地域であった。震災後、周辺の街路事業により中央幹線など東西方向の幹線道路の整備は進んできた。しかしながら、南北方向の幹

線道路が未整備で、神戸の西部市街地から第二神明道路須磨ICへ向かう車などが県道神戸明石線に集中し、著しい渋滞が発生している。特に、神戸明石線は山陽電鉄と平面交差しており、踏み切りで日常的に渋滞している。この渋滞により、騒音問題

など周辺の住環境に影響を与えているとともに円滑な市民生活に支障をきたしている。このような問題を解決するとともに、阪神淡路大震災の教訓をふまえ災害に強い、安全・安心なまちづくりを進めるため、須磨多聞線(西須磨）の整備を推進する。

　

②　須磨地区のうち垂水妙法寺線（県道神戸三木線）周辺は妙法寺川をはさんで南北方向に細長い市街地を形成しており、その間に、古くから三木街道として神戸から三木に向かう交通の要所である県道神戸三木線が走っている。神戸の西部市街地か

ら須磨北部のニュータウンや三木へ向かう重要な幹線道路であるにもかかわらず、十分な道路幅員が確保されていない。そのため、右折レーンを設置できない交差点で交通渋滞が著しく、また、十分な歩道が整備できないため通学路などとして安全に利

用できる歩道となっていない。また、道路線形が悪い箇所もあり、急カーブでの事故が多発している。このような問題を解決するため地域住民から強く求められている県道神戸三木線の拡幅整備事業として垂水妙法寺線（禅昌寺・妙法寺南）を早期に整

備する。なお、平成14年には沿道自治会連名で垂水妙法寺線の早期整備を求める要望書が提出されている。

③　須磨多聞線の沿道では、古来の須磨の里長であった前田氏の館の跡で、菅原道真が立ち寄った際に植えたと伝えられる松など史跡的な価値のある財産があるが、地域住民などに広くPRされていないため、魅力あるまちづくりに貢献できていない。

　垂水妙法寺線の沿道では、妙法寺川と道路に囲まれた区域に老朽家屋などが立地しており、河川景観を活かしたまちづくりが進められていない。また、周辺にハイキングロードがあるが、そこを散策するハイキングの歩行者などが立ち寄れるような

空間がない。このような課題に対応して道路整備と沿道の環境整備を一体的に行うため、須磨多聞線沿道で史跡をいかしたポケットパーク、垂水妙法寺線沿線では妙法寺川と調和した河川沿いのポケットパークを整備する。

④　須磨地区は旧西国街道、三木街道を中心にまちなみが形成された地区であり、須磨多聞線周辺の「須磨寺」、垂水妙法寺線周辺の「那須の与市の墓」「那須神社」などの史跡が地域に点在している。しかしながら、市民などに十分な

PRができていないため、その魅力を十分に活用できていない。

須磨の誇りである史跡などの魅力資源を市民一人ひとりが認識し、地域への愛着度を高めることが重要である。また、来訪者に対する案内の充実を図る必要もある。地域の魅力を発信し、来訪者の増加を図るため案内サインを設置する。

①　西部市街地と郊外を連絡する道路の交通渋滞の解消。踏切での渋滞解消。渋滞の緩和による騒音などの住環境改善。

②　西部市街地と郊外を連絡する道路の交通渋滞の解消。歩道整備による歩行者の安全確保。道路の線形改良による交通事故防止

③　公園整備による市民の憩いの場の確保。史跡や河川景観など地域の特性を活かした環境整備。

④　神戸の西部市街地に点在する史跡への案内充実による地域の活性化

①　神戸２０１０ビジョン(平成17年策定）　　災害に強い交通網の確保

②　須磨区中期ビジョン（平成17年策定）　　地域の魅力を育み活かすまち「歴史・文学・自然の資源を活かした新たな魅力づくり」

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

計画期間 交付期間 23

神戸の西部市街地と郊外のニュータウンを連絡する幹線道路ネットワーク整備による活力ある都市空間の創出と快適な沿道環境の整備

都道府県名 兵庫 神戸市 神戸須磨



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針④　（歴史の資源を活かしたまちづくり）

　須磨の誇りである史跡などの魅力資源を区民一人ひとりが認識し、地域への愛着度が高め、また、それらを広くPRすることで地域の魅力を発信する。

須磨多聞線周辺の「須磨寺」「綱敷天満宮」、垂水妙法寺線周辺の「那須の与市の墓」「那須神社」「萩の寺」などの史跡への案内の充実やアクセスの向

上を図り、来訪者の増加を図る。

地域生活基盤施設（情報板）　　　（史跡などへの案内サインの設置　１４ヶ所）

・平成１４年に、垂水妙法寺線について沿道の３自治会連名で「早期の垂水妙法寺線の整備を求める要望書」が提出され、それを受けて平成１５年度に事業着手した。

・案内サインについては平成１７年に策定された「須磨区中期ビジョン」で位置づけられており、今年度から住民も参加した具体的なワークショップを進めている。

方針に合致する主要な事業

整備方針①　（震災復興街路事業の推進）

　震災の教訓をふまえ、災害に強く安心して暮らせるまちづくりを進めるために、また、日常の生活や都市活動に必要な道路としてはもちろん、火災の延

焼防止や避難路、救援・救助活動のため、さらに、市街地の道路ネットワークを確立するために、須磨多聞線の整備を進める。

道路（都市計画道路須磨多聞線）

整備方針③　（道路整備とあわせた快適な沿道環境の創出）

　須磨多聞線、垂水妙法寺線の整備にあわせて、周辺の住民、歩行者が憩える空間を整備する。

　須磨多聞線の沿道では、古来の須磨の里長であった前田氏の館の跡で、菅原道真が立ち寄った際に植えたと伝えられる松など史跡的な価値のある場

所にポケットパークを整備する。

　垂水妙法寺線の沿道では妙法寺川と道路に囲まれた区域を河川景観と調和した河川沿い公園として整備し、周辺の山林を散策するハイキングの歩行

者などが立ち寄れるような空間を創出する。

地域生活基盤施設（須磨多聞線周辺での史跡を活かした広場　１ヶ所）

地域生活基盤施設（垂水妙法寺線周辺での河川景観と調和した広場　１ヵ所）

整備方針②　（既成市街地と郊外のニュータウンを結ぶ幹線道路の整備による道路ネットワークの強化）

　神戸の西部市街地から郊外のニュータウンを結ぶ幹線道路として、県道神戸三木線があるが、道路幅員が狭いため、交差点で右折レーンを設置でき

ず著しい渋滞が発生している。また、沿道の妙法寺小学校の通学路であるにもかかわらず、十分な歩道が整備されていない。円滑な市民活動を支えるた

め、また、歩行者にとっても安全な道路とするため、垂水妙法寺線の整備を進める。

道路（都市計画道路垂水妙法寺線）

関連事業（垂水妙法寺線外１線改良事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 神戸市 直 520m H７ H25 H19 H23 3,458 1,104.8 1,104.8 1,104.8

道路 神戸市 直 2,274ｍ H15 H28 H19 H23 8,300 2,263.7 2,263.7 2,263.7

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設(情報板） 神戸市 直 1４箇所 H19 H23 H19 H23 6 6 6 6

地域生活基盤施設(広場） 神戸市 直 600㎡ H19 H28 H19 H23 1,914 97 97 97

高次都市施設

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 13,678 3,471.5 3,471.5 3,471.5 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 3,471.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

神戸市 国土交通省 9229ｍ 〇 Ｓ45 H25 6,700

神戸市 国土交通省 150m ○ H22 H25 500

合計 7,200

交付対象事業費 3,471.5 交付限度額 1,388.6 国費率 0.40

0

0

うち民負担分

うち民負担分

交付期間内事業期間

規模

－

－

事業活用調

査

まちづくり活

動推進事業

事業

細項目

細項目

地域創造

支援事業

事業主体事業箇所名

　妙法寺川沿いポケットパーク１箇所

（参考）事業期間

垂水妙法寺線

直／間

須磨多聞線

案内サイン

全体事業費

事業期間（いずれかに○）

－

－

事業主体 規模所管省庁名

垂水妙法寺線外１線改良事業

事業

都市基盤河川改修事業

 ・須磨多聞線沿いポケットパーク1箇所

住宅市街地

総合整備

事業

事業箇所名事業

交付期間内事業期間

規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

明神町～川上町

事業箇所名

二級河川



都市再生整備計画の区域

　神戸須磨地区（兵庫県神戸市）
面積 120 ha 区域

須磨区須磨浦通、潮見台町、離宮西町、桜木町、千守町、関守町、離宮前町、行幸町、須磨寺町、月見山町、北町、南町、月見

山本町、須磨本町、中島町、戸政町、大池町、寺田町、大田町、権現町、東町、平田町、戎町、飛松町、宝田町、菊池町、前池

町、禅昌寺町、神撫町、板宿町、川上町、明神町、養老町、妙法寺の各一部



妙法寺小前交差点渋滞長 （ｍ　） ８００ｍ （14年度） → 400ｍ （　２３年度）

駅の乗降客数 （人／年） 316,000人／年 （16年度） → 333,000人／年 （　２３年度）

　神戸須磨地区（兵庫県神戸市）　整備方針概要図

目標

神戸の西部市街地と郊外のニュータウンを連絡する幹線道路ネットワーク

整備による活力ある都市空間の創出と快適な沿道環境の整備

代表的

な指標

■基幹事業

　地域生活基盤施設（情報板）

　（案内サインの設置　１4箇所）

■基幹事業

　地域生活基盤施設（広場）

　（河川沿いのポケットパーク 1箇所）

○関連事業

　二級河川妙法寺川

　都市基盤河川改修事業

■基幹事業

　道路（須磨多聞線・西須磨）

■基幹事業

　地域生活基盤施設（広場）

　（史跡を生かしたポケットパーク１箇所）

■基幹事業

　道路（垂水妙法寺線・禅昌寺/妙法寺南）

○関連事業

　垂水妙法寺線外１線改良事業

　

　　　　　　　　提案事業

　

凡　　例

　　　　　　　　基幹事業

　

　　　　　　　　関連事業
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